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く議論が始 ま る よ うな ､そ ん な リラックス し

た雰 囲気 だ ったO

自身の報 告 に は多 くの課題 も与 え られ たが ､

それ を発 展 させ るた めの ヒン トもた くさん得

る機 会 とな った ｡ また各 国､各分 野 の研 究者

とのネ ッ トワー クが広 が った こと も大 きな収

種 で ある｡私が従 事 す る分 野 には これ がかか

せ な い｡ 先輩研 究者 方 は もち ろんで あ るが ､

同年 代 の研 究仲 間 を得 た こと も大 き いよ うに

思 う｡

(日本学術 振 興 協会特 別研 究 員/

京都 大 学東 南 ア ジア研 究所)

く学会参 加記 Ⅱ〉

国際学会 ｡ワー ク シ ョップへの参 加 のすすめ

久野 秀二

最 近 は国 際学 会 へ の参加や論 文 発表 に果敢

に挑 戦す る大 学 院 生 も増 えつつ あ るが ､私 が

初 めて 国際 学 会 に参 加 したの は北 大助 手 にな

って 3年 冒､1998年 の国際社 会学会 モ ン トリ

オ ー ル 大 会 で あ る . プ レゼ ンテ ー シ ョ ン は

RaymondA.Jussaume氏 との共著 論 文 を分 担

報告 した 2000年 の 国際農村 社 会 学会 リオデ

ジ ャネイ ロ大 会 が最 初 で ､ フル ペ-パ ー にな

る と､北大 農 学 部 と協定締 結 の途 上 にあった

ピソ-ザ 大 学 を リオ学会終 了後 に ｢公式 ｣ 訪

問 した際 にや らされ た ミニ講 演 ､な らび に翌

2001年 にソ ウル で 開催 された北大 ･ソウル大

合 同 シ ンポ ジ ウム で の発 表 に限 られて いた｡

そ の後 ､2002年 7月か ら 04年 9月 まで､オ

ランダ ･ワ- へ こ ンゲ ン大 学 に客 員研 究員 と

して赴任す る こ とにな ったが ､ この 2年 あ ま

りの間 ､数 多 くの国 際学会 ･国際会議 ･ワー

ク シ ョップ に参 加す る機会 を得 た ｡以下 ､そ

のい くつか を紹 介 した い｡

論 文 を発 表 した もの と して 印 象 に残 って い

るの は ､① 渡 蘭 して数 日後 ､指導 して いた ブ

ラジル 人留 学 生 Simoneと臨 んだ欧州 ラテ ン

ア メ リカ学 会 (アム ステル ダム) で あ るO 無

謀 な 日程 を 組 ん だ の も､研 究 パ ー トナ - の

KeesJansenが コ- デ ィネ- トしたセ ッシ ョ

ンで の報 告 を要請 され たか らで あ るが ､ 同学

会 に参 加 して いた所 属研 究室 TAOの PhD学 生

(博士 課程 院生 に相 当)Lucianと Simoneと

の出会 い を結果 的 に演 出す る ことにな った の

は大 きな成 果 (?)か｡ もう一つ は､② 04年

4月､OECDのバ イ オテ ク ノロジ-政策 に関す

る論文 を発 表 した TAO主催 の連続 公 開セ ミナ

ーで あ るO 同セ ミナ- の企画 に も関わ って い

たため ､ も っ とも達成感 のあ る仕事 だ った｡

た ん な る聴 衆 と して で はな く､積 極 的参 加

を求 め られ た ワー ク シ ョップな い しセ ミナー

と して は､③ 欧州 行 政研 究所 (EIPA)が主催

し､OECDが後援 した欧州 GMO政策 に関す るワ

ー ク シ ョップ (03年 7月､マー ス トリヒ ト);

④ 欧州委 員会 の助成 を受 けて 欧州 の研 究者 グ

ル ー プが組織 した教 育 プ ログ ラム ｢バ イ オテ

クノ ロジ-倫理 ｣ワー クシ ョップ(04年 3月､

イ タ リア ･ジェ ノヴ ァ);⑤研 究パ ー トナーで

もあ る TAOの GuidoRuivenkampが コ-デ ィネ

- トした 国際農 業 セ ンタ- の教 育 プ ログ ラム

(2004年 5/6月､ ワ- へこ ンゲ ン)､な どが

挙 げ られ る｡③ には 20カ国 50名以 上が参 加

し､バイ テ ク研 究者 ､政策 担 当者 ､弁 護士 ､

企 業 関係 者 ､社 会科 学者 ､農 業 団体 ･消 費者

団体 な ど幅広 い専 門分野 の参 加者 が活 発 な議

論 を通 じて､ リス ク ･アナ リシス の現 状 と課

題 につ いて認識 を深 めた｡ この ワー ク シ ョッ

プで の報告 と議論 の内容 は､OECD刊行物 と し

て ま とめ られて いる.討論 のセ ク シ ョンには､

事後 的 に提 出 した私 の意見 も掲載 され て い る｡

④ で は､ 生命科 学や 生命 倫 理 ､法 律 ､社会学

な どの分 野で著 名な研 究 者 が フ アカル テ イ ･

メ ンバー と して 組織 す る講 義 や グル - プな い

し全体 討論 に､ 関連 諸 分 野 を専 門 とす る大学

院 生 ･若 手研究 者 25名が学 生 と して参 加｡バ

イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 教 育 ･研 究 活 動 に倫 理

的 ｡社会 的 ･政策 的側 面 を取 り入 れ る ことの

重 要性 ･必要性 を確 認す る こ とを 目指 した実

験 的 な取 り組 み で ､ 国籍 や 専 門分 野 を真 にす

る若 手研 究者 の交流 は とて も刺 激 的 だ った｡

そ こで培 った交友 と研 究 者 ネ ッ トワ- クは今

後 の重要 な糧 にな る と思 わ れ る｡ これ は⑤ に

も言 える ことだが ､④ とは異 な って ､発展途

上 国 (ケニ ア､ タ ンザ ニ ア ､エ チ オ ピア､ナ

イ ジ ェ リア､イ ン ド) か ら参 加 した若 手研 究

者 との学 際的 な交流 は､別 な意 味 で興 味深 い

もの だ ったO テ ィ- タイ ムや 晩 餐 会 ､エ クス

カー シ ョンを通 じて構 築 され る人 的 ネ ッ トワ

ー クは､国際学 会 ｡ワ- ク シ ョップに参加す

る こ との最大 の獲 得 目標 で あ る｡ 業績 リス ト
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を豊 か にす る ことはたんな る副産物 と考 える

べきだろ う｡

04年 7月末か らノル ウェー ･トロンハイム

で開催 された国際展村社会学会大会 (⑥ ) に

参加 した のは､夏のパケ← シ ョンを兼ねて と

い うだけでな く､北大で指導 して いたオース

トラ リア入留学生の発表 を予定 していたか ら｡

妻が合流 す るまでは､農林水産政策研究所 の

立川雅 司 さんや ､北米農村社会学会で も活躍

して いるケ ンタ ッキ-州立大学 KeikoTanaka

さん､ ワシン トン州立大学 RaymondJussaume

さん ちと交流. エクスカー シ ョンでは ワ- へ

こ ン ゲ ン大 学 農 村 開 発 社 会 学 ゲ ル - プ の

LewontineVisser教授 と同席O彼女 は以前 ､

イ ン ドネ シアの フィール ド調査で京大東南 ア

研 の水野 先生 にお世話 にな った との こと｡世

界 の ｢狭 さ｣を味わ えるの も､国際学会 の面

白さか も しれない｡

帰 国直前の 04年 9月にベルギー ･ル- ヴェ

ンで開催 された欧州農業食料倫理学会 (⑦ )

では､前記④ の ワー クシ ョップで一緒 だ った

倫理学研 究者数人 と再会. ワ-へこ ンゲ ン大

学 か ら も､顔 見 知 りの倫 理 学 教 授 Michiel

Korthalsを含 め多 くの参加が あった｡④ では

英 国留学 中の台湾人研究者 Sereneと交流 を

深 めたが ､⑦ で もデ ンマ- ク留学 中の中国人

研 究者 と話が はずんだのは､や は りマイ ノ リ

テ ィ としての親近感か らか､それ とも東 アジ

ア人 としての同胞意識の表れか らか ? 倫理

学 を共通基盤 に して いる とはいえ､現代農業

食料 問題 にアプ ローチす るためには近接す る

社会科学諸領域 との相互交流が不可欠で ある

との認識 も強 く､次回オス ロで 2006年大会 の
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共通テーマ を ｢食 の倫理 と政治学 ｣ とす る こ

とに決 まって いる o GMOを ｢人道主義 ｣や ｢環

境主義｣な どの レ トリックで正 当化 しよ うと

す る ｢倫理化 (ethicisation/ethicalisation)｣

の動き も強 まって いるだけに､倫理問題 を｢政

治化｣す る ことの重 要性が確 認 された点 に､

欧州倫理学の健全性 を垣 間見 る ことができる｡

これ以外 に､内容 もさる ことなが ら､む し

ろ開催場所で強烈な印象 を受 けた ものに､ブ

リュッセルの欧州委 員会本部 と欧州議会でそ

れぞれ 開催 され た 国際会 議 が ある｡｢物見 遊

山｣だ と怒 られ るか もしれな いが ､それがで

きるの も国際会議参加 の面 白さで あるO ロー

マの FAO本部で開催 された国際 シンポジウム

に参加 した研 究室 の 同僚が ､建物 の巨大 さを

印象深 く話 して くれたのが思 い出され る｡

なお ､以上の国際学会 ･会 議 ･ワ… クシ ョ

ップでネ クタイ を必 要 とした ことは一度 もな

かった｡学会の分野や会議 の性格 にもよるが､

少な くとも夏場の学会でネ クタイ をす るのは

ビジネス展示会 (経営系学会 を含 む) と日本

の学会だけか もしれな い｡

これ らの一部は､帰国後 に執筆 した論文 の

なか に活 か されて は いるが ､多 くは書類の山

に埋 もれ たままにな って いる｡たんな る ｢物

見遊 山｣ だった と郷 捻 されな いためにも､ま

だ記憶が新 しい うち に形 ある もの に残 してお

きたい と､少 々焦 って いる今 日この頃である｡

(京都大学)
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